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昭54年度総会開催

昭和54年度の総会が 4月19日～20日の両自に

渡り村上市瀬波温泉において探烏会を兼ねて盛

大K；~催されました。

19日は夕食後総会を行ない、議長K清野展氏を

還び議穆進行。開会のあいさつで加藤支部長は

支部発足後 3年経過しこれからが本番である旨

話された3 次いで昭54年度の事業報告、決算報

告が審議され満場一致で承認された 3 また規約

を一部改正し新らたにff助会日制度を設けT’。

さらK昭和55年の事業、予算案が提案され然気

のこもった質議が展開されました。録後K役ll
改選で加藤文部長は、今 まで物定的 f'(役μをや

って来たがこれからは支部全体f'(新風を入れし

っかりと した基盤作りをやっていただける人選

を望むとの強い要望があっていろいろ討治を重

ねた結果下記の通り新役員が決定いた した次第

です。総会終了後は談話会、~級会K移りいつ

もながら夜のふけるのも忘れて意見交穐 しまし

（総会、探鳥会参加者）

小野島学、太田 ！ 7、瀬尾信t盤、澄子、古
川八重子、塚魅大助、第英、清野 展、加巌忠

、J 一、 千葉 晃、自尽きみ、羽下キヨイ、白井康

夫 、佐藤一平、木下ヨム、佐勝弘、曽我信男

山谷正怒、星野元郎、大島 基、宮鶴一俊、常

山秀夫、恩人、深井浩一、 風間辰夫、小池軍人

本間際平、小松吉厳、キ Y、小野絹子、吉川吉

枝、斉藤久夫、渡部通．

（沼田年度運賞委員）

＠支部長4大島基

〉〈〉〈〉〈

新支部長としての鍋
文郁長 大島基

初夏を迎え夏烏’たち．も・あざやかな色彩で森の

中を飛び晶、u美しL、さえづり危聞か三せていると・

側）日本野鳥の会新潟県支部

たコ翌20日は天候K恵まれ5時より 2::i -;<. f'( 

分かれ探烏会を行ない、山のコ－；えではミサゴ

の雄姿を、海の＝ースでは昨日出現したアり ;z.

イをそれぞれ観察 しました。朝食終了後、村上

市の郊外にあるウ Zネコ繁殖地を訪れ、地主己の

宮越一俊氏からお訴しを伺いま した。温泉Kっ
かり、珍.P1などの出現やウ Zネコの繁殖地など

じっくり観察するととが出衆参加者一悶満喫し

た綴子．幹事役の千葉削支部長 地元の宮越さ

んありがと うございました．

上記のように新役員が決定しました．役員一

同支部会口の手足となってがんばる決意です．

また、支部の基縫作りK奔走された加藤前文部

長はじめ前幹部の皆織ご苦労織でした．今後共

御指導を賜わりますようお闘い申し上げます．

〉ー〈

の頃です．皆織tてはますますお元気Kてお過ご

し・の．ことと存じます二、さて、去る 4月19自に県

支部の総会が開催され、54年度の議事承認、55

年度集の承認とス kースに進行しまじたがよ段



後の役員改選では前文書匹長加藤忠一氏より「文

節結成時より 3ヶ年経過した今日 、曾定役員で

はなく 、新規K若返りを図りつつ新たな支部長

を望む」との断固とした辞任の弁により 、役員

改還は一時紛糾いたしました．しかし種々の手

続き等は皆織の協力でスムーλK運ばれました

。ところが、どういう 訳か新支部長K私が推挙

されま した．私も一身上の理由Kより又、重責

を果たす自信が全くないと断固と辞退申 し上げ

ましたが己無きK至りました．

探鳥会の結果報告

＠寺泊港探鳥会

2月17目、大雪の影響で懸念されたが、まず

まずの天候で確認烏も20科40滋を数えた．

（参加者）

石部久、大島基、太田実、小野島学

、小野絹子、伊藤車夫、小林佳治、滋辺弘雄、

庭の野鳥たち

中之口村野沢生男・太郎

79年暮から、シメが l羽当家の庭を訪問し、

カエデの突を食べつくして しまいま した｛写却。

給餅してもヒ ヨドリ夫妻とムクドリの野れK機

取りされてしまいます．どんな方法でどんな餌

をやればよいのかわからず御教示いただけたら

幸いです．それKしてもシメ君のあのずんぐり

した体つき、太い口ばしで音を出 しながら食ベ

る動作など大変可愛いものですね。裏庭Kはア

オグラ夫兵がやって来て、北西の下見板K穴を

あけました．天上裳に共鳴して丁度金槌で打っ

ている織な大きな音です．キツツキの事だから

と黙沼していたと ころ、またたく簡に 4ケ所も

あけてしまいました。大喜びなのはムクドリで

す、たちまち大群がやって来てねぐらに使用し
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私も皆様と問機野鳥を愛 し、会の発展を願う一

人です。推挙された現在、支部の進む道をしっ

かりと見極め、これを推進する経済的問廊、人

的問題等、速やかに解決すべく新役員の方々と

共K英知を結集し、まい進したいと考えます．

全員参加のもとK私たちのすばらしい自然を守

り、さては愛鳥精神の啓蒙と心の拠所となれる

ような新潟県支都をつくって行きたいと望んで

おります．皆様方から御指導、御叱正をいただ

けたらこの上ない喜びと思っております。

吉川吉校、本閉経平、星野元郎、丸山伸彰、渡

辺 央、常山秀夫、啄越大助、窓鎗薬英、千葉

晃、高織秀恵、木下弘、熊倉了一、柳瀬昭彦

、小松吉蔵、佐藤弘、瀬尾信雄、瀬尾澄子、

竹内武、高辻洋、高綱勉、大縞徹、小

林成光、目黒きみ、丸山秀子、丸山里永子、遠

藤敏雄、平野大次、大縞倍、町図書彦、

渡部通。

＠瓢湖探鳥会

ミコアイサの貴婦人を思わせるよ うな美 しき。

たった l羽だけたったトモエガモの8を観察し

たり、 8月 2日は天候Kも恵まれ、午后からは

吉川繁男氏の講話 tL 耳を傾けたり ~1tr な l 日で

あった．

（参加者）

熊倉了一、塚野金紙、艦沢 司、羽下キヨイ 、

佐藤 弘、白井康夫、斉藤久夫、瀬尾信雄、瀬

尾澄子、涌弁茂、関野 栄、笠原喜一、星野

元郎、組口雅春、箕ロ秀夫、原田芳子、青木寿

子 、渡部通、他一般参加7名。

てしまいました。道路を隔てた駐車場Kはセキ

νィ（父はハクセキレイ、小生セグロセキレイ

と思~n がスマートな足どりで遊んでいます。

夕暮時、オナガがt!'fれを作って飛んでいるのも観
察されます. 4月6目、裏庭でウ グイスが初鳴

きをしてくれましたがこれからは初夏の訪れと

ともK夏烏たちが沢山当家の庭托おとづれるこ

とでしょう。
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探鳥手帳・探鳥会のご案内

・探鳥会に行こう

探烏会は日本野鳥の会の卜．νードマ－ ? .野
鳥~会いに野山や川原、そ し て干潟などK出か

け、烏たちの妥や声を自然の中で楽しむ会のこ

と．すてきなりーダーが野鳥と楽しくっき合う

コツなどを、いろいろ教えてくれます。町中の

公閣や神社の森で行われる散歩型探烏会、ちょ

っと足をのばして郊外を歩くハイキング重量祭烏

会、高い山まで出かけて烏を見る山男．山女型

探烏会など、日本野鳥の会の探烏会はさまざま

です．大人も子供も、男の人も女の人も、だれ

でも自由化参加でき楽しさも倍増します．さら

にすばらしいことは、一度K何人もの烏好きの

仲間が出来てすばらしい出会いがあることでし

ょう。

・野外でのコツ
あいさつしたくても、実際K野外で個手が見

つからないのではどうしようもありません。彼

女たちとのおつきあいの工夫をいくつかご紹介

しますと。

ききなし

新緑の野山Kすばらしい野烏のコーラス。

美しいさえずりも覚えようと思っても感じ

がつかみKくいもの．そこで節まわしを覚

えるためK生まれたのが”聞きなし”です。

野鳥の鳴き声を人間流K銅訳してしまうの

です．

。一筆啓上仕 り候・サッポロラーメ ンミ ツ

ヲーメン（ホオジロ）

。土食って虫食ってしぶーい（ツバメ）

。月白星ホイホイホイ（サンコウチョウ｝

。俊樹一杯グイーフ．ちかれたピイー（セ

ンダイムシクイ｝

きあ、一年で段も祭··~よい季節を迎えます。

各地の祭烏会へふるって御参加下さい．

1) 日時、 5月31日帥～ 6~I 日帥餅石ダム探

鳥会．＆令1（劫拍崎駅前へ夕方17時30分頃ま

で集合のとと．マイタロバスで現地まで行き

ます．

2）地所、約崎市舗石・ダム周辺の初夏の野鳥を

たずねる．

3）持物、図鑑類、雨具、双眼鏡、筆記具一式、

カメラなどもあると便利、その他各自．

4）参加費、マイクロメス無料、一泊二食付で

男4,80伺、女、子供8.80（円です．

5) 自程、 5./31(;.ij組曲島駅出発17時80分～宿舎者

18時ao分、 19時10分K夕食及び懇親会その
後スライド、 l61111峡写大会．消灯はおおむね20

時頃。ら／1~日朝4 時短床の後際烏会、 7 時30分

K朝食をしてその後烏あわせ意見交換などを予

定、 8時45分現地出発～約 1時間で柏崎駅到着

( 9時45分頃）その後解散。

6）宿舎、門出観光会館（飴石ダム畔）

7）雨天の時、小雨決行

8）連絡先、参加ご希望の方はハガキか電話で

お願いします．相舗市北園町20～45、小林成

光（ 02572 (3) 9 0 6 3 ）まで．

I）日時 6月15日（鴎山野の野鳥を見る会、

2）織所育園～朝日山裏～国見平～南法山の

各コースを歩いて観察します．

3）集合時間など、上越市高田公園、弓道甥脇

駐車－~午前 5 時頃まで集合して下さい。午
前中解散の予定。

4) 持物など、図書監類、双眼鏡、雨具、朝食の

用意も、その他各自。小雨決行です．

5）連絡先、上館市古川弘（0255(24)9617）まで。

1）日時 7月6日（日妙高々原と妙高山探烏先

2）場所と集合時間等。

中型員減郡妙高村の妙高々原と妙高山々篇。

国民宿”関山荘・前に午前 4時30分集合。

3）交通等、道路の状況は良好ですし、駐車場

も広いのでマイカーの悶乗りが良好。マイカ

ーの方は18号線で関、主主温泉入口の看板から

山へ入って下さL、。約10分で宿舎着．パスを

利用される方は関山駅から 1日6便が出てお

りますので御利用下さL、。

4）宿泊等．国民宿舎がありますので、事前K

申込みをします．宿泊される方はど連絡下さ

い。宿泊先：国民休暇村関山荘025582-3168. 

宿泊料金：大人4.800凡小学生以下4.000円

5）祭烏会のハイライト等。

コルリ 、クロ ジ、コマドリ、ルリピタキ等の

他tcイヌワシなども見られます．

6 ）持~物。昼食｛宿泊される方は不要〉図鑑

類、雨具必銭、 山行の支度、小雨決行、その

他各自．

7）その他

申込締切 6月28日厳守

宿泊の申込みと詳細は事務局か上館市

山本明 (0255 (24) 6881）まで．
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昭和55年のウグイス初鳴調査結果

県内のウグイス初日品調査結果は図表のi虚りで

すが、くまなくアンケートをとる ことができな

かったことが残念です。報告をお寄せいただい

-4"8～1~e 

多

県内のクグイス初鳴分布前線図

各地の鳥だより

各地の担当者または事務局宛今後も気がるl'L.

烏だよりを送って下さL、。今号は冬鳥、旅応、

夏烏とさまざまな記録を掲載いたしました。

＠下越ブロック
コイカル02羽.＇79、12、15酋稲味方村、ハ

イイロチユウヒ ♀l羽、’ 79、12、16と’'80、

3 、 16、~栄市福島、オ ジ ロワ シ 2 羽、’ 80、

3、20、大河津分水～与板摘の中州、（以上観

察者、木下徹）

;, ＼＂マキオジ！＇ 0 1羽、 ’79'12上旬、 ミヤ

7守オジロ β1羽、 ’80、2,9、 ミヤマホオ ジ
ロ’802,14、82羽 gl羽、 ベι ヒワ土20羽、

’80、2,16，いづれも新潟市五十凪浜で、（観

察.:r.箕口秀夫） アリスイ、’80,4, 19、村
上市胤波温泉（観察者、宮越一俊‘他県支部会

口数名） ノゴマ、 ’80, 4, 2~ 北浦中条町（

観察者、熊倉了一〉 タマタ カ、 ’80, 4, 26岩

船柿朝日村 （観察若宮越一俊） オオジシ

ギ、 ’80, 4, 20 新潟市太夫浜 （観察者吉

川吉枝、失明ミツ、小野絹子、瀬尾信雄、澄子

） ツバ メ初晶玉泉市早明lII縞 ’80, 4, I ( 
観務者熊倉了一） イワ ツバメ初;m ’80, 3, 
30、東蒲rl!川町、オオタカ 2羽、ノ スリ2羽、
ミソサザイ 5羽、コ ガラ（多｝、 ヒ万ラ（多）、ヤマ

ガラ 2羽、マガモ 4羽、’ 80,4, 5, j:fl川町本噂

白、オオル日初誕じ 80,4, 27，キビタキ初認、同、 .JU碕

月

た方々κ感謝いたします．尚佐渡では例年3月
下旬K記録されている旨佐藤若手雄氏から御報告

がありました。野鳥8月号には全国の記録が発

表されますι （W)

新潟県内のクグイス初日鳥観察記録 (1980年）

日 観察場所 観察者

3月27日 西蒲原郡巻町角田浜 渡部 通

4月 2日 三島都与板町与板 渡辺弘雄

4月 88 新津市秋葉山 熊倉了一

4月 5日 糸魚川市中央区S反田 小野絹子

4月百日 南魚沼郡六日町野中 木下 弘

4月 5日 西蒲原郡中之口村六分 野沢生男

4月 8日 上高温市東織町 山本 明

4月 8日 組崎市高柳 伊平清士

4月 8日 粕崎市赤坂町 栗休逮彦

4月10日 十臼町市江道 関口愛吉

4月II日 東蒲原郡津川町きりん山 斎厳久夫

4月I2日 II 上川村木戸口 加藤忠 一

4月l2日 東顎滅郡松代町 関 谷八 郎

4月18日 三島郡越路町岩田 西沢一郎

4月18日 南魚沼君u温沢町仙石 木下 弘

津川町（以上敏聖書者 渡部通）

ハジロカイ ツプリ支羽 l羽、’ 80,3, 30新潟東

港、ハイ戸ロチユウヒ l羽、ノスリ 5羽、問目、

盛栄市福島、（観察者佐藤弘）

＠中越・魚沼ブロック
ツバメ初説、 ’80, 3, 18、三正当郡寺泊町、 （ 

縦型持者 星野元郎） ツバメ初認、’ 80,3, 20長

岡市内、（観務者 目黒きみ） ツバメ初認、”

’80, 3, 27 南魚悶郡泡沢町（観察者木下弘）

ツメメ初認、’ 80,4,6 三島都主主路町（観察者

西沢一郎）サツバ、’ 80,3, 23 民間市おづ

み温泉、コアジサシ、’ 80,4, 10 長岡市長生

鳩中州、エリマキシギ8I羽、’ 80,4, 1,1 長岡

市淡海川河口、｛観察者 窓越大助）

オオワシ若鳥 l羽、’ 80,3, 15、20,23, 長閑

市信良川、ハヤ ／サl羽、’ 80,3,30、局所 同

じ、 （観察者高綱勉） エリマキシギ2

羽、 ’80,4, 1 l、 長岡市信浪Jll、ノピタキ 8

l羽、’ 80,4, 22 場所＇＂ 1じ．／ゴマ 82羽、
’80, 4, 25 場所向じ．悠久山では、アオサギ、

ゴイサギ、コサギの繁殖状況が例年通り進行中。

また名物のサクラが冬期間のウソの食~ I'!: よっ

てバラバラの状態。 （観祭高A 渡辺失）

ーツバメ Kついて（ 六日町の調査地内）一

本年の初MS( I 80) 3, 27昨年の初認、3,19

2転年の初初卵日 4, 24、昨年の初初卵目、 4,9 

本年 5,3日まででは渡米期が遅れており、渡来
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個体数なども少なく、これからどれ位渡ってく

るか心配です．その他の烏だよりとしては、ク

ロツグミ、 ’80,4, 18南魚沼郡亀沢町、オオル

リ、’ 80,4, 25 同郡六日町、オオルリ、’ 80,

4, 30 同郡温沢町（以上観察報告者木下弘）

＠上越ブロック

オジロワツ幼鳥初認、 ’79,12, 16 東顕朝日

池、ハイイロチユウヒ ♀l羽、チユウヒ ♀1羽

’80, l, 15 鈎ノ池付近の回で．ハイイ ロチユ

ヒの腰の白が鰐明Kわかった。シロカモメ l羽

オジロワ シ l羽、’ 80,1, 31 直江津港l到川河
口 （低気圧の通過で海は大荒れの状態）

Zヤマホオジロ 0~ l羽、上館市春日山、コ

i: i:ズPl羽、直江津港そばの砂浜でいずれも

’80, 3, 29 ワシカモメ l羽、’80,4, 2 直江津

関川河口 、以上この冬の特K印象深いものをお

知らせしました。（観察者 古川弘）

ツバメ初認、 ’80,4, 5 （昨年は 4,I ）東鎖

松代町。昨年は小雪のためか4,23自にカ ツラF’

カの大群を見ることが出来ましたが、今年はま

だ勝れもみられません。プナの芽ぶきも少なく

野鳥たちも迫感しているようで、特K松代町の

烏ノジコも姿を現わしません（ 4, 24現在

観里持者関谷八郎） イワツバメ初認8羽、

鳥の見方について
上川村 小池重人

今回、鈴ruw:選ばれま Iたが私でできる限り
頑張りたいと思います．そこで県支部の活動に

ついて私の基本的な考えを述べさせていただき

ます。当然の事ですが、弘たちの会は烏を見て

栄しむということを柚K成り立っています．そ

こで内容を初心者の指導、調査研究、野鳥保護

の3点について摘を進めていきたいと思います。

さて、従来多くの探烏会は小数の指導者が多数

の人迭を連れ、出現した烏の積知を数えるだけ

だったり、珍しい烏を探す傾向があった繊K思

います。そこには初心者K対する配慮が欠けて

いるような気がしてなりません。もっと参加者a

の観察力を考え、バンフ νツトを作ったりしっ

かりとした計 l闘を立てて指導する必~があろう

と思います。その際、議でもがお互いK教え合

うふんレきも大切です。観察する場合、私はど

こKでもいる樋を大切にしたL、。これらは、い

つどこでも観察できて、興味を深めやすL、から

です.fYIJえばツジユウカラはよく観祭 してみる

と繁孤j切のなわばり争い、育鏡、 冬期の群形成

など多織な生活を知ることができます．又ある

搾度識別が可古EKなったら、ごく普通な廊の生
活をじっくり見ることをお進めしたい．

-5ー

80, 3, 24 西頚宵悔川、ツバメ初認、80,4, 11 

糸魚川市内、イソヒヨドリ、 ’80,4.8 西鎖宵

海町、ハマシギ ’80, S, 16 西鎖青海町姫Jll、
コル リ ’80, 4, 29糸魚川市原山（観察者小

野絹子 ）
一寺；白探鳥会でー

海を:iiく厳れた所K生まれ育った私には冬の

海はことの外珍らしく驚きの一日でした．

入江には色々な烏が現われ、カモメの霊平舞、

ユピシギ、ツロカモメ 、クロサギなどなつかし

い烏もあり 、初会見の烏もあり、いつか再び烏

たちK会いK訪れたいと思いました。

さL、かいる結路の浜や、みゆびしぎ

（長岡市目黒きみ）

調査研究Kついては、先程のべたように身近

かな場所で身近かな烏の行動や生活をじっくり

観察し、その中で生まれ．た請書朴な疑問を解決し

てゆどとか、その種の生活を知りたいという理

由 ミで木格的伝説立を始めてほしし；~·..ます。

そうしてこそ、いろいろな調査方法が、問題を

解決する重要な手段となってくると考えまます．

ある地滅、ある種を保護しようとL、うとき、充分な

基縫資料が必裂とされます。そのーっとして分布や

個体数の状況は重要なものであり、今まで県内でも

調べられてきた．しかし、個体数調査の多くはラ

インセンサスだけで、ある程度の事はわかるカ＼これ

がどれだけ実際の個体数を反映しなる例主っ き

りしま・せん．たとえ分宿や個体教の調査が茄ま

なされたとしても、それだけてn烏の保護の基縫資料
としては不充分に思えます．なぜならある種を保護

しようとするときは、その種の生活ーを知ることも非常

に重要Kなってくるからです．

以上述べてきたことから考えますと、聖fJ~ を

見て来 しむためKも、調査研究や野鳥保護のた

めKも、身近かな渇所で身近かな烏をじっくり

観察していくことがこれから大変重要であると

恩われます．県支部内でその後な4在日産資料を作
ろうとレう俊濯が高まり つつあり、』Lもその一

口．として皆さんとー諸にがんばりたいと思って

おります．



下記の方が、新入会日となりま した。 f;l1烏会

でお待ちしております．烏だより、写真など気

がるK送って下さL、。今後ともよろしく．

• 140高綱勉 940 長岡市減岡町3丁目12

番 36号

・141 大編徹 945柏崎市大字批杷島4652

の79 米山団地

・142 涌井 茂 959-21北浦原綿水原町外城

関I12の4

・143武田誠 945-02柏崎市矢田 1334 

• 144 訟原隆志 945 柏崎市東本町8丁目13

番 7号

・145 中ぬ久次郎 951新潟市関屋御船蔵町 12

・146 清水はつえ 940長岡市棉勧l丁目7番7号

陥9

住所変更・訂正

・柴田正俗、 電 話訂正 025875-3131l'C0 

・竹内 昇、 9~7 小千谷市中央通 7

事務局からのお知らせ

初夏を迎えて、森の中からキビタキやコサメ

ビタキ.' !1ロツグミなど、谷筋からはオオルリ、

エゾムシク イなどのコーラスが風l'C.i!ばれて

突Kすがすがし く感 じます。皆織L、かがお過 ζ

しでしょ うか。青葉の中、各地で行なわれる深

烏会へぜひおいで下さい。

。 5.JIJ記のi極り探烏会を開催します．多数の方々

編集後記

• 147 羽下キヨイ 959-16 五泉市東栄町

220の2

・148 本間勝利 959-12 線市南4丁目3番
24号

・149 商弁和佳子 954-01見附市今町 1丁目

17香川 号

• 150 神林 弘 947-01 小千谷市片貝町茶

畑 6334喬

• 151 杉茂太市 949-54 三島郡越路町来迎

寺乙 820番地
• 152小川緋市 958 村上市二之町 5-2 

県職凸寮緑山荘内

• 153 池田国夫 942 中頚城郡頻峻村西福島

228-37 

・154椛沢 忠 946-03 北魚沼都入広瀬村
穴沢 132

・155関 正郎 951 新潟市文京町 lSの 6

・樋口雄春 947 小千谷市上山町5丁目1838

番地

・修理総一郎 959-04 西蒲原郡西川町 二区

向精ア バート 5号室

のど参加をお待ち申し上げ ます。

。昭55年度の会債を納入下さL、。 同封の振倖HJ

紙を活用下さい。 lヶ年 1.000円です．尚既

K納入いただいた方Kも同封 しましたが別途

送金時ご利用下さい。

。身近かな烏だよりをお寄せ下さ L、．ハガキで

結織です．原稿の方もどしど しお寄せ下さい

編集ス！＇ 7フ一同心まちしています。

。本年度 2回目の幹事会が長岡市で闘力れる予定。

主l'C速営害事について打合せします（ 6月l白日）

いつもながら多 くの方々から投稿をいただき感謝感激です．今号から字闘を lポイント小さ

めに しました。感想をおl渇かせ下さい。 すばらしい季節です。傑烏会でお会L叫、た しましよう。

（編集担当小野島学）
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